
（A～D) （A～D) （A～E)

新しい学校づくり委
員会・部会開催回
数(回)

5 13 33

助成団体数 12 17 20

音楽イベント来客
者数(市民音楽祭
を除く)

3,041 4,000 4,000

市民音楽祭入場者
数

800 800 850

成果指標
（単位）

平成２5
年度実
績

効率性 今後の
方向性

評　価　結  果  一　覧

所管課 事務事業の名称 事業の概要

平成２6
年度決
算額（千

円）

成　　　　果 外部評価委員会

意　　　　見

学校規模適正化事
業（玉陵中学校区)

玉陵中学校区においては、新しい
学校づくり委員会を組織し、学校再
編に必要な諸事項を決定しながら６
小学校を1小学校に再編を行い、平
成３０年４月には「玉陵小学校」とし
て開校する。

29,310 A A

平成２6
年度実
績

平成２7
年度目
標

妥当性 有効性

教育総務課

生涯学習課

文化課

A

音楽の都づくり事
業

・市民音楽祭やスクールバンドコン
サートなどを実施
・小学校や幼稚園等を対象にアウト
リーチ(音楽家派遣)事業の開催
・玉名にゆかりのある歌の掘りおこし
事業

3,707 A

現状のま
ま継続

学校規模・配置適正化基本計画等に基づいた
玉陵小学校の再編と学校建設は平成２９年度
で完了し、平成３０年春には開校予定である。
現玉陵中学校との併設一体型による小中一貫
教育校としての施設建設については、開校時の
児童及び生徒数を推計した効率的でコスト意識
が備わった建設計画であり、また新しい学校づ
くり委員会の各作業部会の検討についても概ね
順調なことから、現状のまま継続して実施するこ
ととする。廃校後の小学校校舎や体育館等施
設の有効活用は重要な課題であるため、今後
は庁内関係先との十分な協議や情報共有等が
必要である。また昨年設置された庁内検討を行
う地域活性化対策検討会議を早期に再開し、
市としての跡地活用の基本的な方針や考え方
を決定したうえで「新しい学校づくり委員会」の
意見との調整に移る必要がある。今後とも地域
の意見を充分に聞くことを望む。

社会教育団体支援
事業

社会教育団体の活動は、青少年の
健全な育成、PTA活動、市民の地
域活動等さまざまで、人口が一極
集中化する中での各地域の活性
化、子ども達の安心安全、社会教
育の振興に貢献している。この各団
体に助成、または事務的補助を行
い、さらなる活動や質の向上を支援
する。

3,356 A C B
執行方
法の改
善

社会教育団体は市の社会教育振興や地域活
性化の重要な役割を担うことから、行政の財政
的支援や一部事務等の一定の人的支援は適
当と言えるが、今後についても団体活動に支障
の無い範囲での自立助長につながる支援への
移行を人的支援を行う関係団体との検討を求め
る。また、実際の各団体の活動状況と運営状
況、または社会貢献度等を考慮した補助額の
適正化についても、昨年度に引き続き検討を求
める。特に女性の会については、補助制度の周
知とともに加入団体の拡充にスピード感を持っ
て取り組んでもらいたい。

C B
執行方
法の改

善

平成２５年３月に作成した政策推進ビジョンに基づ
き、文化課が中心となり全庁的な取組として様々な
事業が展開されているが、まだ「音楽の都づくり」の
機運の高まりがあまり感じられず、「音楽の都玉名」
と認知される状況にはない。市の重点施策である音
楽の都づくりを推進する上で、積極的で効果的な事
業展開は今後も必要なため、新たな政策推進計画
を２８年度中に策定するとともに、音楽の都玉名を
実現するうえで重要な課題である民間主体となる推
進体制の構築についても検討し、官民協働へと移
行することが望まれる。キャッチフレーズにとどまるこ
とがないように全国へ誇れるイベントについての検
討をのぞむ。



公民館講座受講者
数(人)

4,953 4,742 5,850

公民館事業の参加
者数

1,041 1,089 1,020

コミュニティ推進課
執行方
法の改

善

各公民館が主催する生涯学習講座以外の公民館
事業については、ここ数年微増傾向で順調だが、
公民館主催講座については、アンケート調査により
ニーズ把握は行われているものの受講者数が年々
減少しており、昨年度は平成２４年度と比較すると
１，４００人程度少ない。生涯教育への関心や意欲
が高まる講座開設により、高齢者のみならず幅広い
年齢層が受講するような検討を求め、参加者が固
定しているように感じられるため多種多様な講座の
展開を望む。また、地域コミュニティの形成や地域
活性化等の重要な役割を担う公民館事業の充実と
強化に努めることとする。参加者が固定化している
ように感じられるため、多種多様な講座の展開を望
む。

生涯学習推進事業

子どもから高齢者まで生涯にわたっ
て学習できるように、多様な学習機
会及び集会の場として、各種公民
館講座や高齢者教室を開催する。
また、毎年２月に公民館講座の成
果を発表する場として、生涯学習
フェスティバルを開催する。

5,041 A C A


